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湿度変化」、アーカイブ室新聞 （2011 年 3 月 30 日 第 451 号）「塔望遠鏡半地下分光室の

気温、湿度変化」という記事を書いた。これらの記事にこの建物の自然換気についても記

述してあるが、写真 1に記されているように夏は締切と書いてあるということは、それら

の記事に書いたように地下室から塔を通して換気はできない。そこで調べてみると地下室

の天井に排気口があった。したがって換気は次に図のようになる(図 1)。 

   

塔望遠鏡の自然換気装置

 
                  図 1 

図 1 の上部の 2 枚の写真は、南斜面の空気取り入れ口である。下 2 枚の写真は地下室の

空気入口である。図 2が 2012 年の太陽塔望遠鏡地下室の温度、湿度変化である。 

 

                   図 2 

 図２の乾球は SY 式電動通風環湿度計の温度、湿度（SY）は SY 式電動通風環湿度計によ

る湿度、Dt はデジタル温湿度計による温度、Dh はデジタル温湿度計による湿度である。明
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らかに SY 式電動通風温湿度計による湿度とデジタル湿度計の湿度には差異が認められ、デ

ジタル湿度計の方が約 10%低い値を示すことが分かる。温度には差異は認められない。 

 図 3 が 2011 年の同様の温度、湿度のグラフである。 

 

                  図 3 

図 3 と図 4を比べてみると、図 4の方が湿度の変化が減ったように見える。 

これらのデータを精査すれば興味深いと思われるが、今回はここまでにとどめる。 

 

これらアーカイブ室新聞の記事にお気づきのことがあれば、編集者中桐にご連絡いただ

ければ幸いです。中桐のメールアドレスは、arcnaoj@pub.mtk.nao.ac.jp 
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